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研究要旨 

北海道および北東北 3県で捕獲されたクマ 353頭の舌検体を検査した結果、北海道

の 6頭（ヒグマ）および岩手県の 1 頭（ツキノワグマ）から旋毛虫 Trichinella T9の

幼虫が検出された。秋田県のイノシシも調べたが、総て陰性であった。 

 

A. 研究目的 

 クマ肉の喫食を原因とする旋毛虫食中毒事

例が、わが国で最近連続して 4件発生した

（2016年 12月に茨城県、2018年 5月と 2019

年 11月に北海道、および 2023年 6月に沖縄

県）。これらの事例では、いずれもクマ（北

海道のヒグマ）の肉が原因食品であった。一

方、わが国で初めて発生した旋毛虫食中毒

も、クマ（ツキノワグマ）の肉を原因食品と

する事例であり、1974年に青森県から報告さ

れた。その後の調査で、岩手県のクマ（ツキ

ノワグマ）からも旋毛虫の幼虫が検出されて

いる。そこで、北海道のヒグマと北東北 3県

のツキノワグマを対象に、本虫の寄生状況を

地域別に調べた。検査材料には本虫の好寄生

部位である舌を用いた。また秋田県から提供

されたイノシシについても、同様の検査を実

施した。 

 

B. 研究方法 

1) 北海道のヒグマにおける旋毛虫幼虫の寄

生状況調査 

 北海道立総合研究機構の環境・地質研究本

部環境科学研究センターの協力で、ヒグマの

舌（236頭分）の提供を受け、旋毛虫幼虫の

寄生状況を検索した。 

 

2) 北東北 3県のツキノワグマにおける旋毛

虫の幼虫寄生状況調査 

青森県では深浦町農林水産課，秋田県では

地域振興局、岩手県では猟友会会員に要請し

て、ツキノワグマの舌（計 117頭分、内訳は

青森県 15頭分、秋田県 100 頭分および岩手

県 2頭分）の提供を受け、旋毛虫幼虫の寄生

状況を検索した。 

 

3) 秋田県のイノシシにおける旋毛虫の幼虫

寄生状況調査 

秋田県地域振興局に要請して、イノシシ 10

頭分の舌の提供を受け、旋毛虫幼虫の寄生状

況を検索した。 

 

C. 研究結果 

1) 北海道のヒグマにおける寄生状況 

 ヒグマ 236頭のうち、6頭から旋毛虫幼虫

が検出された（空知、後志および檜山振興局

内、各 2頭が陽性）。分子同定の結果、いず

れも Trichinella T9 と同定された。 

 

2) 北東北 3県のツキノワグマにおける寄生

状況 

岩手県で捕獲されたツキノワグマ 2頭のう

ち、1頭から旋毛虫幼虫が検出され、

Trichinella T9と同定された。青森県および

秋田県から提供を受けたツキノワグマ 115頭

は、何れも旋毛虫陰性であった。 

 

3) 秋田県のイノシシにおける寄生状況 

秋田県で捕獲されたイノシシ 10頭は、何

れも旋毛虫陰性であった。 

 

D. 考察 

 今回の検討の結果、北海道のヒグマにおけ

る旋毛虫の寄生率は決して高くなかった

（236頭のうち 6頭が感染、寄生率は

2.5%）。しかも 2000年～2006年に北海道のヒ
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グマが調査された時の寄生率である 3.2％

（126頭のうち 4頭が感染、Kanaiら、

2007）より低かった。従って、最近 4年間に

ヒグマの肉喫食が原因と確定、あるいは推定

された 3件の事例が発生した理由として、ヒ

グマにおける旋毛虫寄生率が上昇からではな

く、クマ肉喫食の機会が増加したからと推定

された。   

今回の調査では、岩手県のツキノワグマか

らも旋毛虫の幼虫が検出された。行政として

は、クマ肉喫食による旋毛虫感染の危険性

を、より積極的に啓発する必要がある。 

 

E. 結論 

北海道および北東北 3県で捕獲されたクマ

353 頭の舌検体を検査した結果、北海道の 6

頭および岩手県の 1頭から旋毛虫

Trichinella T9の幼虫が検出された。秋田県

のイノシシも調べたが陰性であった。 

 

F. 健康危険情報 なし 
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